
          北  陸  新  幹  線  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  を  ⾒  直  し、  京  都  府  北  部  ルー  ト  を  再  考  す  る  こ  と  を 
          求  め  る  決  議 

    北  陸  新  幹  線  敦  賀  以  ⻄  の  ルー  ト  に  つ  い  て  は、  現  在、  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  と  し  て  京  都  市 
 内  を  通  る  ２  つ  の  ルー  ト  案  が  国  か  ら  ⽰  さ  れ、  地  元  ⾃  治  体、  諸  関  係  団  体  な  ど  の  懸  念  や  不 
 安  を  払  拭  す  る  た  め  最  善  を  尽  く  す  と  う  い  う  ⽅  針  の  下、  昨  年  度  末、  国  や  事  業  主  体  で  あ  る 
 独  ⽴  ⾏  政  法  ⼈  鉄  道  建  設‧  運  輸  施  設  整  備  ⽀  援  機  構  が  京  都  府  内  の  ⾃  治  体  向  け  説  明  会  を  開 
 催  し  た  と  こ  ろ  で  あ  る。 
    し  か  し  な  が  ら、  京  都  府  を  縦  断  す  る  ルー  ト  は、  そ  の  区  間  の  ８  割  が  ト  ン  ネ  ル  で  あ  り、 
 京  都  丹  波  国  定  公  園  へ  の  環  境  影  響、  地  下  ⽔  の  ⽔  質  や  ⽔  脈  へ  の  影  響、  京  都  市  内  に  お  い  て 
 は  ⼤  半  が  地  下  40  メー  ト  ル  超  の  ⼤  深  度  地  下  構  想  と  なっ  て  お  り、  市  ⺠  は  も  と  よ  り  様々  な 
 団  体  や  専  ⾨  家  か  ら  問  題  が  あ  り  撤  回  す  べ  き  だ  と  の  強  い  意  ⾒  が  出  て  い  る  と  こ  ろ  で  あ  る。 
    加  え  て、  近  年  の  資  材  ⾼  騰  な  ど  に  伴  う  概  算  事  業  費  が  当  初  試  算  か  ら  ２  倍  以  上  の  ５  兆  円 
 を  超  え  る  試  算  に  膨  ら  ん  で  い  る  こ  と  に  加  え、  ⼯  期  も  約  15  年  か  ら  最  ⻑  約  28  年  に  及  ぶ  こ  と 
 な  ど  多  く  の  問  題  が  報  告  さ  れ、  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  決  定  当  時  の  前  提  条  件  に  ⼤  き  な  変  更  が 
 ⽣  じ  て  い  る。  さ  ら  に、  ⼩  浜‧  京  都  間  直  通  の  現  ⾏  計  画  ルー  ト  は、  そ  の  ルー  ト  の  ほ  と  ん 
 ど  が  地  下  ト  ン  ネ  ル  で  あ  り、  京  都  府  北  中  部  に  は  何  の  便  益  も  な  く  公  益  性  が  ⾒  ら  れ  な  い  ほ 
 か、  費  ⽤  負  担  に  お  い  て  も  京  都  府  ⺠  全  体  の  公  平  性  に  ⽋  け  る  も  の  で  あ  る。  北  陸  新  幹  線  建 
 設  計  画  は  国  家  的  プ  ロ  ジェ  ク  ト  で  あ  り、  京  都  府  北  中  部  を  経  由  し  て  京  都  駅  付  近  に  接  続  す 
 る  こ  と  は、  将  来  の  ⼭  陰  新  幹  線  京  都  府  北  部  ルー  ト  と  の  接  続、  ⽇  本  海  側  国  ⼟  強  靭  化、  リ 
 ダ  ン  ダ  ン  シー  機  能  の  確  保  の  ⾯  か  ら  も  必  要  で  あ  る。  国  策  と  し  て  の  北  陸  新  幹  線  建  設  計  画 
 は  ⼤  い  に  認  め  る  も  の  の、  京  都  府  ⺠  全  体  の  体  感  的  な  納  得  が  得  ら  れ  る  こ  と  が  不  可  ⽋  と  考 
 え  る。 
    よっ  て、  舞  鶴  市  議  会  は、  ルー  ト  決  定  当  時  に  ⽐  べ  前  提  条  件  な  ど  に  ⼤  幅  な  変  更  が  ⽣  じ 
 た  こ  と  に  よ  り、  現  ⾏  の  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  を  ⾒  直  し、  京  都  府  北  部  を  経  由  し  て  京  都  駅  付 
 近  に  接  続  す  る  こ  と  は  京  都  府  全  体  の  公  益  に  資  す  る  も  の  で  あ  る  と  判  断  し、  現  ⾏  計  画  の  ⼩ 
 浜‧  京  都  ルー  ト  を  ⾒  直  し、  再  考  す  る  こ  と  を  求  め  る  も  の  で  あ  る。 

    以  上、  決  議  す  る。 

 令  和  7  年  6  ⽉  30  ⽇ 
 舞  鶴  市  議  会 


